








（小活） 

本調査における大都市および周辺の町の乳幼児検診は、それぞれの地域の特性に応じた方

法で実施し、受診率も高いレベルを維持しており、4,7 ヵ月検診の評価が高いものほど、1

歳 6ヵ月検診の評価も高く、定着した観がある。しかし、この状態に満足することなく、

問題点をみつけ、さらに改善していくことが大切である。その点、各自治体では、検討会、

反省会がもたれ、努力を続けられていることは、喜ばしいことである。 

注目されるのは、大都市も周辺の町も、意外に核家族化が進んでいることである。これに

対応した、育児知識の導入、保健指導の具体的な方法が必要になってくる。 


